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東
三
河
地
域
に
は
自
治
体
病
院
が
５
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

す
べ
て
を
自
治
労
連
が
組
織
し
て
い
ま
す
。愛
知
県
本
部
で
は
、

５
病
院
の
う
ち
３
病
院
で
、
全
国
で
も
悪
名
高
い
長
隆
氏
が
委

員
長
と
な
っ
て
病
院
の
改
革
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
事
態
を

重
く
受
け
止
め
、
６
月
か
ら
東
三
河
５
病
院
の
労
組
に
よ
る
会

議
を
毎
月
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。
当
面
、
医
師
確
保
・
増
員

に
つ
い
て
県
へ
の
要
請
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「「
病病
院院
存存
続続
のの

苦苦
渋渋
のの
選選
択択
」」

東
栄
病
院
は
一
般
病
床
４０

床
・
介
護
型
療
養
病
床
３０
床
の

小
さ
な
自
治
体
病
院
で
す
。
従

来
か
ら
院
長
、
副
院
長
は
、
隣

の
設
楽
町
、
豊
根
村
な
ど
へ
訪

問
診
療
を
続
け
る
な
ど
、
地
域

医
療
に
と
て
も
熱
心
な
医
師
達

の
奮
闘
も
あ
り
、
東
栄
病
院
が

東
三
河
北
部
と
い
う
過
疎
地
の

医
療
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
町
長
は
、
町
財

政
の
赤
字
を
理
由
に
こ
の
病
院

を
な
く
し
て
、
診
療
所
に
し
よ

う
と
い
う
こ
と
を
一
貫
し
て
主

張
し
て
き
ま
し
た
。
町
は
、
県

を
経
由
し
て
総
務
省
の
地
方
公

営
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
る
長

隆
氏
を
招
い
て
、
病
院
改
革
委

員
会
な
る
も
の
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
委

員
会
は
３
ヶ
月

間
の
３
回
の
委

員
会
で
、「
指
定
管
理
者
制
度

を
適
用
」
と
い
う
報
告
を
町
に

行
い
、
町
は
こ
の
報
告
を
受
け

て
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

を
決
定
。
議
会
も
こ
の
７
月
に

全
員
協
議
会
を
開
き
全
会
一
致

で
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

決
定
し
ま
し
た
。
東
栄
町
職
労

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
執
行

委
員
会
や
全
体
会
で
討
議
を
重

ね
、
町
長
は
今
も
病
院
の
存
続

を
考
え
て
い
な
い
、
院
長
と
副

院
長
の
頑
張
り
を
組
合
と
し
て

も
支
え
て
い
き
た
い
、
民
営
化

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
医

療
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
大
変

だ
が
、
現
実
的
に
は
病
院
を
存

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
、

と
い
う
結
論
に
達
し
、
こ
の
指

定
管
理
者
制
度
を
受
け
入
れ
て

い
く
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
し

ま
し
た
。

（写真上）新城市職労執行委員会で真剣な議論
（写真下）９月２日豊橋市民病院支部夏まつり
に地域の人 １々０００人が参加しました

市市
長長
発発
言言
「「
公公
設設
公公

営営
」」守守
らら
せせ
るる
運運
動動
へへ

新
城
市
民
病
院
は
、
東
三
河

北
部
医
療
圏
で
２
次
救
急
医
療

の
拠
点
病
院
で
す
が
、
医
師
不

足
の
た
め
に
休
日
・
時
間
外
診

療
、
休
日
・
時
間
外
救
急
医
療

の
対
応
が
こ
の
４
月
か
ら
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

３
年
前
に
３４
人
い
た
医
師
は
１９

人
に
激
減
し
、
病
棟
閉
鎖
や
診

療
科
の
廃
止
・
縮
小
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
や
は
り
長
隆

氏
を
委
員
長
と
す
る
改
革
委
員

会
が
設
置
さ
れ
、「
１９
年
度
中

に
、
適
切
な
繰
入
を
行
っ
た
後

で
も
収
支
均
衡
が
達
成
で
き
な

い
場
合
、
公
設
民
営
化
（
指
定

管
理
者
制
度
）
又
は
民
間
委
譲

を
検
討
す
る
」
と
い
う
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

新
城
市
職
労
で
は
、
昨
年
の

９
月
、
約
１
万
通
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
地
域
配
布
、
新
聞
折
込
を

行
い
、
１
２
０
０
通
近
い
回
答

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
結
果
を
受
け
、
新
城
市
職
労

が
呼
び
か
け
て
、「
新
城
市
民

病
院
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上

げ
、
市
長
と
の
懇
談
も
精
力
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
改
革
委

員
会
の
報
告
が
出
た
以
降
も
市

長
は
、「
公
設
公
営
で
い
く
」

と
公
言
し
て
お
り
、
市
長
の
発

言
を
住
民
世
論
も
結
集
し
て
、

守
ら
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

９
月
２
日
、「
国
保
減
免
制

度
学
習
会
」
が
労
働
会
館
で
開

か
れ
、４０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
学
習
会
は
「
安
全
安
心
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
愛
知
闘

争
本
部
」（
自
治
労
連
、
愛
労

連
、
愛
知
国
公
、
愛
高
教
な
ど

が
事
務
局
）
が
主
催
し
た
も
の

で
す
。
税
制
改
革
が
市
民
の
く

ら
し
を
直
撃
し
、
市
民
生
活
を

守
る
た
め
に
国
保
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
、
報
告
者
に

「
国
民
健
康
保
険
の
制
度
と
実

態
」
に
つ
い
て
愛
商
連
の
三
浦

孝
明
さ
ん
。「
国
民
健
康
保
険

料
の
減
免
運
動
と
労
働
組
合
の

役
割
」
を
天
白
地
域
労
連
の
渡

辺
頼
明
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

し
ま
し
た
。

天
白
地
域
労
連
の
渡
辺
頼
明

さ
ん
は
、「
今
回
の
税
制
改
悪

は
、
と
り
わ
け
高
齢
者
に
大
打

撃
。
生
活
維
持
の
た
め
に
国
保

料
減
免
を
求
め
る
声
は
高
ま
る

一
方
。
自
治
体
職
場
の
思
い
は

『
親
切
で
丁
寧
な
窓
口
対
応
』

で
す
が
、
職
員
減
ら
し
や
業
務

の
民
営
化
な
ど
で
と
て
も
満
足

い
く
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
」
と

話
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年

区
役
所
協
議
会
が
配
布
し
た

「
増
税
さ
れ
ま
す
」
の
住
民
ビ

ラ
を
き
っ
か
け
に
住
民
か
ら
の

反
響
が
多
く
、「
減
免
申
請
す

る
住
民
と
申
請
を
受
け
る
職
員

と
の
間
に
労
働
組
合
が
か
か
わ

り
、
よ
り
効
率
的
な
応
対
で
調

整
役
を
果
た
そ
う
」
と
、
こ
の

７
月
４
日
、
１９
日
に
国
保
相
談

学
習
会
、
２７
日
に
集
団
減
免
申

請
を
行
い
、
２１
人
が
参
加
し
３

人
が
減
免
で
き
た
そ
う
で
す
。

国国
民民
健健
康康
保保
険険
のの

減減
免免
申申
請請
をを
広広
げげ
よよ
うう

天白地域労連・渡辺頼明さん

蒲蒲
郡郡
でで
もも

改改
革革
委委
員員
会会
答答
申申

蒲
郡
市
民
病
院
は
、
１
９
９

７
年
に
新
築
移
転
し
た
病
院
で

す
。
こ
こ
へ
も
長
隆
氏
は
現
れ

ま
し
た
。
６
月
に
出
さ
れ
た
改

革
委
員
会
の
答
申
は
、「
収
支
均

衡
が
達
成
で
き
な
い
、
実
践
的

な
人
事
が
で
き
な
い
、
看
護
師

の
定
員
問
題
が
解
決
し
な
い
場

合
、
判
断
時
期
を
１９
年
９
月
と

し
て
独
立
行
政
法
人（
非
公
務

員
型
）又
は
指
定
管
理
者
制
度

と
す
る
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

県
本
部
で
は
、
東
栄
病
院
で

の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

を
、
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
と

職
員
の
雇
用
の
保
障
、
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
と
を
結
び
つ

け
て
取
り
組
み
、
新
城
市
民
病

院
で
の
住
民
と
共
同
し
た
市
民

病
院
を
守
る
運
動
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
す
。
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９
月
２
日
に
豊
橋
市
石
巻
地

区
体
育
館
で
、
第
２８
回
自
治
労

連
愛
知
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。

今
年
は
豊
橋
・
名
古
屋
の
２
チ

ー
ム
の
出
場
で
、
文
字
通
り
の

決
勝
戦
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
地
の
豊
橋
市
職
労
佐
藤
委

員
長
や
榊
原
副
委
員
長
も
か
け

つ
け
、
試
合
へ
の
熱
い
期
待
が

こ
め
ら
れ
た
一
戦
で
し
た
。

１
セ
ッ
ト
目
は
全
国
大
会
連

続
出
場
の
名
古
屋
市
が
リ
ズ

ム
あ
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
ス
パ
イ
ク
を
決
め
、
終
始

リ
ー
ド
し
な
が
ら
２１
対
１０
で

先
勝
。
し
か
し
、
２
セ
ッ
ト

目
に
は
い
る
と
よ
う
や
く
エ

ン
ジ
ン
の
か
か
っ
た
豊
橋
市

チ
ー
ム
が
名
古
屋
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
か
わ
し
て
強
烈
な
ス
パ

イ
ク
が
決
ま
り
だ
し
試
合
中

盤
ま
で
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
展

開
。
最
終
盤
に
は
粘
り
の
名
古

屋
が
次
々
と
レ
シ
ー
ブ
を
ひ
ろ

い
な
が
ら
相
手
の
ミ
ス
を
つ
く

プ
レ
ー
な
ど
で
押
し
切
り
２１
対

１８
で
名
古
屋
が
優
勝
を
か
ち
と

り
ま
し
た
。

来
る
１０
月
１２
日
〜
１４
日
静
岡

の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
名
古

屋
市
役
所
チ
ー
ム
の
健
闘
を
祈

り
ま
す
。

国
民
投
票
法
や
教
育
基
本
法

の
改
悪
な
ど
、
改
憲
を
め
ぐ
る

緊
迫
し
た
情
勢
の
も
と
で
、
自

治
労
連
第
２８
回
定
期
大
会
が
８

月
２１
日
か
ら
３
日
間
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
の
国
際
会
議
場
で
開

か
れ
、
代
議
員
・
傍
聴
者
・
大

会
関
係
者
な
ど
１
０
０
０
人
余

が
参
加
し
ま
し
た
。

駒
場
忠
親
中
央
執
行
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、「
歴
史

を
画
す
る
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、

自
治
体
労
働
組
合
の
存
在
意
義

を
か
け
て
た
た
か
お
う
。
自
治

体
労
働
者
の
誇
り
と
勇
気
を

も
っ
て
住
民
の
く
ら
し
や
思
い

と
向
き
合
う
こ
と
な
し
に
、
自

治
体
労
働
者
の
未
来
は
な
い
、

運
動
の
原
点
に
立
ち
返
っ
た
と

り
く
み
を
す
す
め
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

秋
季
年
末
闘
争
方
針
で
は

「
見
直
そ
う
、
問
い
直
そ
う
、

仕
事
と
住
民
の
安
全
・
安
心
」

の
運
動
が
提
起
さ
れ
、
大
会
討

論
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
他
の

議
案
で
は
、「
組
合
活
動
へ
の

男
女
参
加
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
情
勢
に
こ
た

え
る
新
た
な
方
針
も
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
論
議
で
は
３
日
間
で
、

６７
人
の
代
議
員
が
発
言
。
愛
知

は
給
与
構
造
見
直
し
の
も
と
で

の
賃
金
闘
争
の
と
り
く
み
（
伊

藤
県
本
部
書
記
長
）、
東
三
河

地
方
自
治
研
の
開
催
と
市
民
一

千
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
連
動
さ
せ

る
（
長
坂
豊
橋
市
職
労
副
委
員

長
）、
名
古
屋
市
の
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
よ
る
人
員
削
減
計
画

や
保
育
・
病
院
を
守
る
住
民
と

の
共
同
の
と
り
く
み
（
岡
田
名

古
屋
市
職
労
副
委
員
長
）
な
ど

発
言
に
立
ち
ま
し
た
。

最
終
日
、
大
黒
作
治
書
記
長

が
総
括
答
弁
を
お
こ
な
い
、
す

べ
て
の
議
案
を
圧
倒
的
多
数
の

賛
成
で
採
択
し
ま
し
た
。
次
期

定
期
大
会
を
０７
年
８
月
２０
日
か

ら
２２
日
に
兵
庫
県
神
戸
市
で
開

催
す
る
こ
と
を
決
め
、最
後
に
、

大
会
宣
言
を
満
場
の
拍
手
で
採

択
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

伊藤慎次県本部書記長

長坂圭造豊橋市職労副委員長

◆
自
校
・
自
園
方
式
の
給
食

守
っ
て
！
を
読
ん
で
、
田
原
市

職
労
の
皆
様
、
署
名
活
動
ご
苦

労
様
で
す
。
セ
ン
タ
ー
方
式
で

は
な
く
自
校
方
式
で
給
食
が
で

き
る
よ
う
に
今
後
も
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
フ
レ
ー
フ
レ
ー

（
杉
浦
正
子
・
西
尾
市
職
）
◆

５
年
後
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
移
行
、
さ
か
ん
に
テ
レ
ビ

で
放
送
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

免
罪
符
に
し
て
強
行
さ
れ
て
は

た
ま
り
ま
せ
ん
（
小
島
克
己
・

名
古
屋
市
職
労
）
◆
労
働
条
件

も
悪
く
な
る
一
方
で
す
。「
何

か
」を
見
つ
け
た
い
の
で
す
が
、

加
齢
も
加
わ
り
健
康
不
安
で
た

め
い
き
で
終
わ
り
ま
す
。
。（
伊

藤
よ
し
子
・
学
事
労
）
◆
１０
月

に
病
院
の
機
能
評
価
が
あ
る
の

で
い
ろ
い
ろ
と
仕
事
が
増
え
て

大
変
で
す
。
で
も
人
は
増
え
な

い
。
。
給
料
も
増
え
な
い
。
。

ど
ち
ら
も
減
る
一
方
で
す

（
怒
）

（
中
橋
香
那
子
・
春
日
井
市
職

労
）
◆
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
恩
恵

で
好
景
気
の
東
海
地
区
で
す

が
、
生
活
保
護
の
申
請
は
増
え

る
一
方
で
格
差
社
会
は
広
が
っ

て
い
ま
す
（
鈴
木
雅
樹
・
瀬
戸

市
職
労
）

岡田康子名古屋市職労副委員長職職
場
の
声声

大黒作治自治労連書記長

��� �����	
��
２００６年 １０月２１日（土）～２２日（日）
福岡国際会議場 他

１日目 全体集会 歓迎行事
第１部 記念講演

渡辺治さん
（一橋大学院教授）

現地企画
「本場九州の

焼酎を味わう」

２日目 分科会 中規模教室・移
動分科会

参加費 ２日間参加 ６，０００円
１日のみ参加 ３，０００円

申込締切 ９月２５日
自治労連愛知県本部まで
早めにお申し込み下さい

単
組
で
学
習
会

東
三
地
区
協
幹
事
会

（
８
月
２５
日
）

９
月
８
日
総
会
に
向
け
て
、

総
括
と
方
針
を
議
論
。
単
組
の

と
り
く
み
で
は
、
豊
橋
が
９
月

７
日
に
人
勧
学
習
会
を
開
催
。

豊
川
も
９
月
下
旬
に
独
自
課

題
を
含
め
て
人
勧
学
習
会
を
予

定
。
豊
川
市
病
で
は
９
月
２５
日

の
大
会
に
向
け
て
準
備
中
。
蒲

郡
で
は
看
護
師
の
超
過
勤
務
問

題
が
深
刻
で
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

大
会
の
職
免
な
く
な
る

尾
東
地
区
協
幹
事
会

（
８
月
２８
日
）

瀬
戸
が
９
月
１４
日
大
会
を
行

う
が
、
職
免
取
得
が
出
来
な
く

な
っ
た
。
休
憩
休
息
問
題
で
、

９
月
４
日
期
限
で
職
場
ア
ン
ケ

ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
春

日
井
は
、
１０
月
３
日
に
秋
闘
の

た
た
か
い
の
前
段
と
し
て
学
習

決
起
集
会
を
開
催
す
る
。
互
助

会
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
方
式
を
採

用
。
休
憩
・
職
免
は
当
局
と
し

て
な
ん
ら
ふ
れ
て
い
な
い
。

戦
争
す
る
国
に
さ
せ

な
い
運
動
広
げ
て

西
三
地
区
協
総
会

（
９
月
４
日
）

西
尾
市
総
合
セ
ン
タ
ー
で
西

三
河
地
区
協
議
会
総
会
を
開

催
。

簗
瀬
議
長
か
ら
、「
安
倍
新
総

理
に
は
憲
法
改
悪
以
外
の
政
策

が
な
い
、
１０
年
後
に
徴
兵
制
に

な
ら
な
い
よ
う
に
運
動
を
広
め

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
県
本
部

村
田
書
記
次
長
も
「
社
会
的
弱

者
の
負
担
が
増
大
す
る
現
状
を

目
の
あ
た
り
に
し
て
何
も
し
な

い
わ
け
に
い
か
な
い
。
住
民
の

期
待
に
応
え
る
自
治
体
・
組
合

を
め
ざ
そ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

０６
年
度
方
針
・
会
計
予
算
・
役

員
選
出
を
拍
手
で
確
認
し
た
。
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長
久
手
町
職
労
（
７
月
２７
日
）

執
行
委
員
長

矢
野

正
彦

副
執
行
委
員
長

堤

健
二

〃

浅
井

昌
代

書

記

長

角
谷

俊
卓

宮
田
用
水
労
（
８
月
１８
日
）

執
行
委
員
長

原

巧
美

副
執
行
委
員
長

富
田

眞
司

書

記

長

杉
村

央
行

歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
ををををををををををををををををををををををを
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

自
治
体
労
働
組
合
の
存
在

意
義
か
け
た

た
た
か
い
を

８８月月２２１１日日～２２３３日日 茨茨城県県・つつくくばば市でで開開催催
第第２２８８回自治労連定定期期大大会

女女
子子
ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

決勝戦 王者名古屋が制す

第第
２２８８
回回
自自
治治
労労
連連
愛愛
知知

優勝－名古屋市役所チーム
準優勝－豊橋市役所チーム

単単
組組
定定
期期
大大
会

役役
員員
紹
介


